
2022 年 1 月 28 日 

学校法人 芝学園 

 

「独立行政法人 国際協力機構（JICA）が発行する社会貢献債（ソーシャルボンド）への投資について」 

 

学校法人芝学園（以下、「本学園」）は、このたび独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）が発行す

るソーシャルボンド（以下「JICA 債」）への投資を決定しましたので、お知らせいたします。 

 

ソーシャルボンドは、社会的課題に取り組むプロジェクトの資金を調達するために発行される透明性

の高い債券です。JICA は、日本の政府開発援助（ODA）を一元的に実施する機関として開発途上国へ

の国際協力を担っており、JICA 債は、開発途上国が抱える様々な社会課題の解決（貧困削減、環境改

善、人材育成など）に役立てられるソーシャルボンドの性格を有します。なお、本学園が投資する

JICA 債（第 64 回国際協力機構債）について、石炭を燃料とする発電所施設の新設・改修等に関する事

業への出融資は資金使途から除外されています。 

また、JICA 債の発行は、日本政府から SDGs（持続可能な開発目標）を達成するための具体的施策の

一つにも位置付けられています。 

 

本学園は安全性を重視した資産運用方針のもと、資産運用を行っております。JICA 債への投資は、開

発途上地域の経済・社会の発展及び環境配慮や社会問題の解決の実現に貢献することを目的としたもの

であり、本学園の人間教育の根幹である「共生」の精神に合致するものと考えます。資産運用においても、

公共性・公益性の高い学校法人としての社会的使命と役割を踏まえて、持続可能な国際社会の実現への

貢献を目指すことで社会的責任を果たして参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   


